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◇“奉仕の理想”

◇出席報告

会風52(51)名 Ⅲll,'if 30名

出職率78.43％

◇前回 11"221-1 (修正出勝率)97.96%

makeup

秋I I｢（(11/28*), IIjI IJ".(11/28'l 1),深兄:ﾊﾞ

（11/21空港)，古川汁（11/26守III), 橋本ハ．

（11/21空港)，堀場>ﾊﾞ(11/24東南)， 菊池:ﾊﾞ

（11/21空港)，小池満(11/26守I I 1),水野(賛）

論(11/28空港)，成llly･l･(11/24東南), 西川群

（11/26守l l l), EI417:(11/21空港),斉藤;ﾊﾞ

（11/26守l1 l)、菅原漁(11/281.|'),杉1II君(11/

24脚〔|櫛)，鈴木(稀)ハ．（11/16和合)， 鵜飼~~ﾊﾞ

(11/19"]: l l l)

◇ニコボックス

水ll)a(K)71.(12/4オープンのP&Sでのアト

ラクションのカーリングが1988年のサラエボ

オリンピックの正式繩目となりうれしみの余

り)，松朏ﾊ･(''1部絲済新l111に当社の紙おむつ
“ベビーラブ”が･ﾉくきく縄i1世されたので),

；皆1%!,{.W(~l1,1iしい新人会員を紹介させて頂き

ましたﾉ，斉藤職(ホームクラブ無断欠席しま
して失礼しました)，永井淵(入会をさせて頂

きました)，松藤7↑(新しく入会をさせて戒き

ました）

◇三輪幹事報告

1. 4xI: 1例会終r後，理事投員会を行います

ので理41:役興の方ば, 2F橘のiHlにお集り

．ドさい。

2． 次回例会終r後，年次総会をｲj･いますの

で全会員の方はそのままお残りドさい。

◇新入会員紹介
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◇竹内会長挨拶

先i ･l臨済の1判禅寺派の禰長をしておられた

勝平宗徹禰:長が， この11月22日に突然『一間.吊

り[1殺』という形で入寂されました。未だ61
才であったとのことです。
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例によって新聞・雑誌には「唯死を超越し

た筈の禅宗の高僧が自殺の承に出る」という

ことで，俗人の範たるべき人が何事ぞやとい

わんばかりの細道がなされておりました。又

“若くして郡lliといわれ真山i[1すぎた性格か

らPressureに圧し波された”とか“本当の

師家としての研鑪が/f<足したのではないか，

束人出の学者が観念主疑で行き誌ったのでは

ないか”又“ど人性うつ病ではなかったか”

とか，又一ﾉﾉでは“どmliは生死一如を｣1リミに

やってのけられた”との称讃のﾉlfもありまし

た。しかし大ﾉﾉの感じとしては「悟りを開か

れ獣1lliと人からいわれ，又多勢の雲水典の師

家たるべき人が荷陥り|'|殺とは……･」との空

気が鯉厚でした。

さて私の考え方をここで｢|'し述べたいと思

います。一体 ′隅りIとは何でしょうか，

「ﾀﾋﾉ|~:--如』とは何でしょうか。毎口〃l iの

私共の言動というものを,答えてみますillfに，

rl意識(ILI分の|'_l l l lなる意志）のままに県し

て汀効しているでしょうか。私の座斗Iの苫：

『歎異抄』第13章にはこうあります。 」沸き
心のおこるもWi群の催す故なり，悪‘伽:のおも

はせらるるも悠業のはからう故なり。故聖人

の仰せには卯.E羊毛の先にいる鵬ばかり造る
罪の1ii業に非ずという1fなしと知るべし』，

又ある時どんなことも従うという弟子の唯円

にli']って人をF人殺せと命令して唯l 11を鱗か

し「そればかりは……」という返群に対し

－では何故親驚がillしたことを迷えませんと

返jl:をしたのか。これでわかるであろう。 inl

寝も|'l ll l意志で出来るならば性'|； （悟り）の

ために千人殺せといわれたら殺すであろう。

しかしたった・人でも殺すべき業縁がないか

ら殺さぬだけのことである。 ’'1分の心が沸く

て殺さぬのではない。又， ’21分にその気がな
くともI'I-人, T･人を殺すこともあるであろ

う1と仰せられた。それは我々の心の!'1に勝

乎にi1fい心悠い心を造り上げているが，呰同

じ心でしかない。縁次鰯でよくも悠くもなる

にすぎぬとの人1111なる蝸破であります､

i~I蚊の勝､|'.欄:長のirr,!liりも〃､の受けとめ〃

では|'りんでもないことなのです。そうした

「茄業のはからい」以外の何巻でもありませ

ん｡ II@li僻もド賎もすべてその点では､|え等で

す。まして「死に様一などはどうでもよろし
い。 】|ﾐい死のうが人征ﾉ|きしょうが縁次第。

Fさるべき業縁の催せば如何なる振獅もすべ

しとこそ聖人は仰せ峡そして一寸難しいで

すが「よしあしはさしi"いて｛耐えに本願を仰

ぎ峡へ」を紬,術として終ります。

◇講演
“私の留'γ:/|｛活とその後

会幽深見章荊

RC財団から奨'ﾂ4金
を御てアメリカに留学
させていただき，留､隣
の成果は帰II1してから

の法ilt実務に反映され
ており，大いに実りの
ある朧会を私に'jえて
くれています。

I I<I際法作実務に排わ
究極的には．外IKI人とI I

~凸

…～

鋪
ってきていますと，究概的には・外1K1人とl 1
水人の契約意識の根本的な聚異を捕感いたし
ます。 1 1本のビジネスネ|:公では，契約締結と
いうものは， よき人間関係を築いていくため

の一つの儀式というように衿えられており，
したがってもし人IIUIMI係の』,§礎にある1;|11[1, i
1願，誠実協力，広災でのフィーリングが損な
われると、契約謀は極端にいえば．噸なる‘懲
思確認の形式としてしか/号えられないため，
すぐにホゴと化してしまう伽|fijがあります。
このように契約1II:を軽視する考え方というも
のは，契約の札1丁.〃が欧米人の場合には，ま
ったく通川しないことを知るべきです。彼ら
は，文洲:によりIﾘj文化された約束だけをすれ
ばよいという確l,',1とした|!;念があり．それ以
外の間迦が苑/|した場合には「双ﾉﾉ誠意をも
って協議し解決する‐つもりは/t然ないこ
と，は11:に銘じておく必災があります。

いわば典剣勝負にのぞむ剣lの態度でもの
ごとを処肌するわ!ナで, 1 1本側がスキだらけ
で融和的な態度を）!§調としてのぞむのと大変
に大きなﾉ農といえます。これではその契約内
祥に盛り込まれるものも，いきおい外国人側
にｲｧ利にならざるをえません。そしてH本側
はいざ塊火に問題が起こり， 自分の側に不ポリ
になると，そこで"jめてあわてふためいて，
外|副側に泣きつく， ということになります

が， このll＃には外l ill11l1からは契約I1fをタテに
とり，雌しいI口|稗がはねかえってくる， とい

う結末をむかえることになります。
米国流の諭郵では， 『､!11噛のすべての‘世

思は文‘｣|:｜､に表小されているはずだからイヤ

なことはイヤとII;:いてあるはずだで法的黄任
を負いたくないのならば、 ’ﾘl白に「保証をす
るものではない」とIIfかれていなくてはなら

ない。それがない以上，保;[[を“黙,j｛”でﾉ侭
‘淵しているのだというわけでしょう。契約
というもの，文ili:というものに対する日本人
と|炊米人との契約感覚の錐を’一分に卸Iギ
し，竹I色よく契約締結および契約I卿係を保っ
ていただくことを希望しております‐

◇次回例会（12月6 1 1)
’櫛減 “私の生産家業について”

公幽 原富士雄弧．
;IWii! @､私のニューヨークノ|《活体験”
公幽 堀江宏輝満

◇次々回例会（12月141_1(水))

{|:/k家族公の為, !;ﾙ波はございません。
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